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第２章 実証運行に係る事業の概要 
 
 南部地域で実施する実証運行事業の概要を以下に示す。 
 
◆幹線、支線のバス実証運行 

バス路線網再編実施計画に基づき、各地域において実証運行を行い本格運行に繋げる。 
 

◆地域循環バスの導入 

高齢化社会等の進展に伴い、各地域の実情に合った地域循環バスを導入し、生活交通の

確保と利便性の向上を図る。 
 

◆交通系ＩＣカードシステム整備 

交通系ＩＣカードを導入し、各種公共交通の一体化と利便性の向上を図る。 
 

◆乗継拠点整備 プラットホーム整備事業 

幹線・支線に沿ったバス路線網の再編実施に伴い、各主要拠点間を結ぶ、乗継拠点（共

通プラットホーム）の整備を行う。 また、サイクルポートを設置して自転車との連携強
化を図る。 
 

◆効果的な広報戦略の展開 

車両ラッピング、愛称募集、イベント等の開催により実証運行の周知、公共交通利用の

啓発活動を行う。  
 

◆バスネットの設置 

鳥取大学が開発したバスネットを公共施設（病院・市役所・観光施設等）に設置し、公

共交通の利用促進を図る。  
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●南部地域における実証運行のイメージ  

 
 
 
 
 

利用者の利便を徹底して追求

・「長大路線」から「幹線・支線」へ

・幹線……朝夕５分毎、日中10～15分毎、夜間30～60分毎に運行

地方都市のモデル的な交通政策として、脱クルマによる低炭素地域づく

りを目指す。

・支線……朝夕30分毎、日中は60分毎に運行

「幹線・支線」化による乗継ぎ発生に対する対応

• ＩＣカード導入（乗継ぎ割引や上限運賃(例えば500円上限など)の導入）

• 乗継ぎ拠点の整備（幹線⇔支線の乗継ぎプラットホーム）

他の交通手段との組み合わせ利用の促進

• 停留所におけるサイクルポート（駐輪場）の整備

• 鉄道とのダイヤ調整

ICカードのイメージ

プラットホームのイメージ

外循環

中央病院･市立病
院･大規模郊外型
店舗など、公共公
益施設や利便施設
を循環する路線

南部地域における実証運行のイメージ

駐輪場つきバス停のイメージ

幹 線

朝夕５分毎、日中10～15分毎、夜間
30～60分毎に運行する利用者の利便第
一の路線
速達性を重視する「快速便」について
検討する。

支 線

朝夕30分毎、日中60分毎を目安に運行。
幹線との乗継ぎは、ＩＣカード導入や
プラットホーム整備により、スムーズに
行えるよう配慮。

支線

幹線

スムーズな
乗継ぎが可能

内循環(くる梨)


